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「

一
デ
：ュ
ネ
ー,グ
肢
段
の
書
翰」

を
‘書
為
づ
、
あ

^
た
サ
:^
ー
.グ
屯
ゾ
の
；動
搖
じ
易
'
5
.而
も
想
像
に
當
/1
^
頭
腦
0
中 

摄

、
旣e

、
或
る
他
の
計
*
が
閃
めs

7C
居
つ
た
。
.即
ち
、
ナ
ソ
•
シ
^
シ

は

デ

ュ

ネ

ー

ヴ

か

ら
®
逸

べ

行

っ

て

a

 

る
9彼
そ

獨

逸

：
.へ
行
：か

せ

找«;
揆

©
原

因
.な
：：る

も

の.は
_
々
^
'は
'不
1
で
：蒙

^
、
彼

の

：交

際

し

た

人

の

中

^

は

ニ

人 

め
外
交
官
で
あ
る
獨
逸
入
が
あ
づ
作
。」

而

.^
'て
乙

0
ニ
.人
の
#
學
思
想
は
サ
ゾ

•

シ
モ：ン

；.

の
有
す
る
：も
の
;̂
非
常

 ̂

似
祖
ゥ
弋
居
つ
炎
.0
,そ
ゅI

人
ど
会
為
の
は
、
サ
ゾ
’
6
シ
*
ン
が
投
機
&
や
つ
て
©

0
お
時
^
、-
•彼
^
有
限
出
資
を 

し
て
居
つ
：光
が
、
其
後
や
一」

七
九
七
年
以
來
、
ふ
く
し
ぉ
事
か
ち
不
和
^
な
つ
で
居
-)
仅

内

;£
|

伯
で
あ
々
、
他 

の

|
人
は
7

ラ
ゾ

ク

フ
叱
ト
生
れ
のch. 

E
,
:
o
e
k
a
e
r
」

で
あ
つ
た
。O

d
s
n
e
r

 
士
い
ふ
こ
の
自
ff
i
思
想
家S

ブ
ガ 

シ
-ャ
人

贱

フ

ラ

ン

ス

で

寒

ら

ィ

生

活

し

て

：居

.0
穴
事
が
あ
办
、
-葬c

v
r

セ
.' 

4
.
チ
ス
；

Q-

灰
^
で
あ
ぅ
、
f
の
ユ
：
生

：涯 

r t

;
I
S
:
l
a
m

'§
:

s
-B
e
の
研
究
#
槔
^
/2
-A
.で
‘あ

<?
お
o .

サ
ゾ 

'
シ
モ
シ
が
*

ビ

.#
|
知
る
^
至
つ
た
の
は
巴
坐
に
於
て
で 

奮

て

、
サ
ン

•
シ
モX

の
靜
る
所
狀
.ょ
れ
ば
、
彼
が
中
讹
紀
の
歐
洲
文
明
を
硏
究
し
た
際
に
、
ァ
ラ
ビ
ャ
人
が
科 

學
の
廉
循
れ
與
.へ
た
重
-
|
!
^
學

的

貢

：献

を

彼

^

教
へ

 

o.elsner

で
あ
つ
た
"
乙
の
事
は「

人
類
科
學
の 

覺
«」

，に

於

て

分

ソ‘
シ
韦
シ
が
感
撒
ほ
賴
ち
佗
筆
致
で
述
べ
て
ゐ
る
の
^
ょ

0
.て
我
々
は
知
る
事
が
出
來
る
。ス
®
.)

：
 

第
ニ
十
ニ
皞(

1

七
.七
三)

▼.ン
モ
ン
气
十
九
*'
鞑
科
：學

錄

究

，に
_
す
る
序#」

. 

第
屮
ニ！I 

‘ 

ニ一

五



，第

ニ

十

二

卷

(i.

七
‘七
s
 

.
サ
ン
•シ
モ
.ざ

「

十
九
世
紀
科
I

柳
.究
に
關
す
磊
論」

第
十11

雛

へ

r】

六
,-
: 

.

.

.
I
獨
逸
の
史
家
の
如
き
はo

e
l
s
e
r

は
サ
ン
•
シ
.モ
ン
の
名
の
下
£

s

れ

2

1

る
著
書
の
I

I

る
m

」

、
書

最

f

 

I

f

 

f
の
で
f

。

I

I

あ

i 1
^

^

:

^

s t
n

M

.

:

p

_

s
! l

o

e

、，
4

ひ
S

ったのは
i
m
q

 

o
e
l
s
n
e
r

で
あ
っ
た
ら
ぅ

£

像
さ
れ
る
し
、
又
、ナン

」

シ
モ

i

l

 

し

へ

M

TL
泰

|

¥

彼
I

會
し

f

し
い
形
跡
が
あ
る
の
で
あ
る
。
業
眞

S

何
れ
ド 

i
 

r

'
 
結
^

U

食
ン

.

r

tノン
2

J

?
言
有
益

f

の
妄
ら

：

な
か
っ
た

a 

1

1參

、
i

'

U 

Jら

て

ゐ

な

左

云

ふ
の

は

集

不

蠢

で

あ

る
が

こ

れ

は
何
R
.原
因

し

て

ゐ

る

か

昼

.ふ
化
、

®

f
 

t

l
 

も
g

l

l

f
學
I

I

气

百

科

書

I

の
I

で

あ

る
、

J
 

‘』

プ—

柳
し
て
は
々
等
敎
へ
ら
れ
て
居
な
か0
た

泛

ょ

る

の

で

：t

。
'後
年「

新
キ
：|

ト
货」

I

こ
、
开 

書
研
究
探
頭
I

霞

g
 

£
て
獨
逸
I

け
る
.

|
而
上
學
的
傾
向
I

げ
て
^

〗

r

f
 

U
 

學
公
式
の
下
I

で
！

1

ム
、
看

f

…

ズ
：

y

f :

力
i

て
居
っ
た
。
置

i

l

l

n
着

g

l

a

;
!-
-

1

”

 
ノ
夫
人
の
S

し
S

S
全
然
別
I

響

I

f

r

 

,

.
ン

臂

の

活

動

2

i

 

日

く「

余
は
、

乙
の
國
£

て
は
、

一
般
科
擧
ば
|

毚

|

を
.脫
し
て
居
S

•美

.ふ
I

气
I

…

科
：學
ょ
未
ゼ
、
乙 

>
で
は
神
»

的
尊
原
珊
0

上
化
雜
て
ち
れ
.て
ゐ
る
ビS

.

ふ
確
信
ビ
を
、
こ
の
旅
す
力
ら
拘
龆
つ
'れ
、
 

.
1歉
»;
學
(±
未
だ
獨
逸
で
，ば
幼
雜
で
&

る
が
、
然
じ
、
乙
の
'大
國
民
ば
こ
の
科
學
的
方
而
S

熱
心
1

る
か
ら
、

間
•̂
な
し
、

一

般
科
學
_试
確
か
に
太
な
る
進
#
を
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
科
學
は
今
迄
ょ
い
遒
を
發
見
し
な
.か
：っ
，
た

か 

そ

れ

が
f

さ
れ
、
ば
、
完
f

れ
る
で
あ
t

。
そ
し
て
、

一
度
|

逾

が

奮

量

れ

、
ば
、
雪

S
成
功
ば
大

1 -
る

.もの

.'
が

.あら
ぅ

」

；

.

.'̂0

.

(

^
.

」

0

.
'
'

4

1̂

*.
ヶ

月

前

、

ァ

ミ

T V

の

平

和

に

際

し

て

、

.彼は
馳

足

.的
の

英

黑

行

を

し

て

f
が

、

こ

の

旅

行

も
 

同

じ

_

^

|恐ら
く

；獨

逸

双

上

に

彼

を

失

望

さ

せ

た

.卯象
し

か

.
彼

^

與

へ

な

か

っ

た
.様
で

あ

る

彼

は

栏

ら

i

ム
メ 

如

:<
窗

狀

於

%

て

「

何

等

鑛

喪

ぶ

新

思

猶

の

生

れ

せ

I

」

の

を

見

な

か

っ

た

。.
彼

は

失

望

し

て

フ

ラ

ン

ス

 

''

へ

f
t

♦
び

歸

本

4

'た

.0
で

あ

る

，

.

.

 

.
■'
■

の

時

は

.恰も

.
統

領

政

治

の

末

で

あ

つ

て

、

間

も

な

く

、
フ

ラ

ゾ

ス

は

.帝政
の

世

ビ

な

.つ
た
。
一
フ
ラ
ゾ
ス
隧

a
の

幻

想

；U

補

へ

袁

：め

k
:
:
、
. 

Jll

盧

度

 ̂

€

沄

ふ

ナ

.ポ

レ

オ

ゾ

の

窟

招

を

代

表

す

る

T
漆

は

、.•
そ
の
中
Y

W
な

る

，

m

使

^
し

'
^
、,
；外

國.
に

對

：し

て

は

實
^
光

輝

嚇

々

た

る

譽

を

も

っ
.
て

居

っ

た

0
然

し

‘
、

を

の
.§

fc
於
：

h

彼

が「

政
治
の
：特
長
<

な
る
人
類
の
全
知
識
的
富
に
對
す
る
极
深
い
輕
侮」

は

p i
民
を
し
て
あ

ら

ゆ

る

屈

：從

0

:生智

5:
甘

受

す

る

：乙

名

1 -
藤

■
•{
.た
の

で

，あ

る

o...乙
の

狀

態

は

シ

ャ

ト

ゥ

ブ

リ

ァ

ジ

を

し

て

、

泡

像

.も

感

If
も
^

ず
#

を
知
ら
g

s
連
'呼
せ3

め
'た
：o
印
刷
ば
禁
せ
ら
れ
：僅
か
の
手
記
や
備
か
の
ッ
ロ
ゾ
刹
誌
ヵ
存
在
を
¥
さ

n .. w

丈

で
^

つ

た

。

物

ぅ

さ

時

代

ょ
' ど
嘆
#

る

w
s .
g
s

夫

人

の

美

しs

B

は.
：V '.
た

く
& ,
つ
て
J

へ
f

は

« :
;
の

：幼

時

：の

逍

憶

0
中

で

#
^當
睁

狀̂

況

を

ょ

，く

*
'̂
聽

し

^
^名
，

節
ニ
十
二

^

1

r
s七五)

サ

-ソ
•シ
乇
ン
ビ

「

十
九
世
紀
科
擧
的
研
究

-に-■
關
サ
る
序
猶

」 

贫

十

1

S

1
ご
七



蒙

十

.ニ

卷

.(I

七

處)

サ
シ
'，
シ
：
モ

ン
'
十
九
世
.紀
科
掛
的
.研
究
■.に
關
.す
る
S

J 

第
十
：

11

號

ご

て

■
此
の
*

^
■

誉

れ

た
.沈
！6
は
_

國
を
嫌
つ
气
彼
の
父
錄
豐
で
あ
つ
た
が
、
印

豐

諸

響

ど

し

て

、
 

m
心
想
家
の
運
命
の
；
部
を
分
擔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
が
つ
.た
。
も

し

て
g

E

化
の
.
f

官
逾
S

視
？

I

ぐ 

か
れ
I

分
e

i

で
つ
I

s

事
を
し
な
け
S

S

な
か
つ
た
。

1

年
兰
度
か
三
度
は
外
征
取
の
1

が

巴
.里
の
f

f

し
た
。
人
々
は

.

「

.又
勝
つ
S

か」

S
は
写
S

S

の
、
熱
狂
し
て
之
を
迎
へ
る
元
氣
は
®

こ 

消
.粍
し
て
居
つ
た
ど
o

:
: 

丨
'

•
シ
モ
ン
雄
、
.
か
く
の
如
く
虐
待
さ
れ
た
フ
.ラ
ン
ス
昶
、
か
く
の
如
ぐ
鱗
f

疲

勞

し

切

つ

た

す

舊

を

構
：：

へ

J

$

1

、
擻
人
の
雜
の
友
$

奪

共

和

_

者
餘
化
、
大
化
學
者
の
.
e

f
は
、
.北
ァ
メ
リ
ヵ
の
：_

f

.

,
知

蕾

分

ち

與

.へ
る
樣
に
H

S

:
た
が
、
彼
I

:の
移
住
の
價
値
を
信
じ
て
居
な
か
つ
た
の
で
出
發
を
慶
し 

た
。
然

%
、
何
事
か
を
.求
め
て
巴
里
^
殘

留

-1
.た
文
ゾ
‘
シ
モ
，ゾ

の
豫
想
は
響
つ
て
®a

 

e。

侍

'a
の
l

.i
c

2

i

l

,

l
人
f

ィ
ザ
丨
丈
E

か

地

靈

：|

つ
£

共
.和
滕
第
二
力
十
八
I

f

の 

f
e

s

の
波
肉
令
る
言
葉
I

起

す

れ

ば

、

「

諸

君

.、

我

々

は

す

べ

て
I

す

を

知

气

す

べ

て

t

す
事
が
出
來
、

而
しV

す
べ
て
U

益
す
る
一
主
入
を
持
つ
た
^

誠
は
、
ミ
，の
言
の
如
く
、2

レ
才
ゾ
は
人
身
數
_

妙
S

多
い
程
/
ょ
；

OV

多
％

人
間
の
全
猶
ヵ
ノ
金
希
望
’
全
熱
情
を
呑
込
む
人
物
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
彼
？

し 

ろ

益

愛

も

>
空
虛
か
、
釀
t
出
さ
れ
て
居
：つ
た
が
、
.社
會

皇

ど

し

て

、
又

謹

.の
酋
領
ビ
し
て
の
彼
.ま
、
乙 

で

盡

-%
*
た
す
^
岛
想
策
を
.用
^
る
せ
.ぃ
ふ
樣
な
事
は
決
し
ィ
し
な
か
っ
た
の
で
ぁ
る
。
t

r
シ
モ
ン
が
、
ナ

:
‘..-
v
ホ

¥
%
外
^ .
«

し

-1
3_

如
^
« '
令

虜

情

を

媽

て

：柃
っ
た
か
ど.S

.H

事

は

、確

然

ビ«

知
，3
來
^

が

、

ビ

に

か

く

其

腿 

ソ

迨

ぼ

甚

烬

不

锒

潑

で

办

*?
>
'

馅

0 |
^

>_

は

は

其

拘

束

が

痛

み

を

感

じ

さ'せ
な.
か

っ

た

程

で.
あ

っ

た

ら

しS

。

然

し

：
、

:
«t;
^
於

て

味

、r太

な
6
小

$
ム

へ

其

廊

逾

も

狐k
變
形
レ
て
現
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
.る
。

对
へ
.ば
、
ナ
ン
；
シ
モ
.
は̂
-或
る
時
、
被
の
舊
友
0

M
o
n
g
e
"

を

11
:
會
組
織
の
問
^
に
.つS

て
激
？
せ
猶
、じ
し
た
が 

:
:變
啟

帝

政

；主
義
者
：

e
)

 M
I

e

ば

：

「

政
治
問
題
は
一
余
？
關

條

せ

g

«
で
あ
る
。
を
れ
以
上
に
っF

て

は

ボ

ナ

：パ
ル 

1

_
佘は任ぜる

」

ビ
答
へ
て
遂
疆
治
る

*
を
囘
避
し
た
。

乙
れ
.こ
谷
.、
.
.ギ
カ
パ
.ぞ
卜

が

常

に

入

^

&

威

何
れ
が
丄
^
’
選̂
^
し
^

‘て
店

ク

だ

好

例̂
サ
ジ
’
，

シ.

s

l

l

f
 

0

备̂
れ
汝
の
焚
^

^
砵
^

^
努

^

«-0
',
-

:
に
 > 

:*.
: 

.
'
'
:

,
:
:
.
;

乙
)̂
_
が
ら
し
て
«
:<
:
;食
：闽
が
、
サ
☆
'
•シ

モ
ン
を
疲
努
さ
せ
初
め
拎
。
何
時S

か
ら
贫
M
が
激
し
ぐ
な
■つ
た
か 

JE
«
な
平
月
を
®
め
:̂
事
欲
不
可
能
：で
あ
る
が
、
そ
れ
は
»
か
に 

一
A

0
五
#
€

」

一
ハ
斗
め
m
m
.で
•&
つ

た
'€

射
定
3
れ 

る
。
.
ー
八
0
五

、
年

枝

は
.
ン̂

•'
■
シ
モ
.>"
の
破
產
は
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科
S

S

港
は
從
來
命
ん
ど
常
に
、
そ
の
.研
究
が
完
成
す

I
は
自
己
の
發
見
の
秘
密
を
守
？

房
つ

-
た
。」

か
、 

る

サ

ゾ

：
ゾ
モ
シ
にw

つ
て
は
■
つ
ブ
見
が
で
あ
り
科
學
の
逆
#
を
阻
寄
す
る
者
で
あ
る
。
た
マ」

へ
m
己
の
研
究
が
与
竽
こ 

、

..ず
ぎ
な
く
^
^
滟
ん
-で
.
.

「

.岀
&
の
研
究
の
端
赭
を
琰
表
し
同
時
代
人
、特
に
.フ
.ラ
.ン
ス
人
を
し
.て
こ
れ
に
協
働
せ
し
め
、
.哿
し
、
-
と
の
：
 

.
研
究
f

行
す
る
に
具
ょ
リ
も
傭
れ
た
人
が
あ
れ
ば
逝
ん
で
益
行
を
兆
人
に
任
s

」

w
い
ぷ
蔻
が

f
ン
* 

¥
シ
：の
持
論
C 

'て
あ
つ
弋
0
'

「

科
织
序
输」
，-の
亂
雜
に
し
て
未
完
成
な
の
は
こ
の
結
识
で
あ
る
0 

「

パ

#

、

V笫
i

H
观
想
.上
普

期

f

は
常
ん
.で
ゐ
る
が
、
す
べ
て
が
斷
片
的
で
あ
つ
，
5

;

ー:

ノ 

.
■
.
.

三

•

.、
 

, 

:

:

.

.

'
彼
獨
特
の
見
f

ょ
？

科
奏
の
：將
管
豫
言
せ
ん
ど
し
た
J

 

•
シ
モ
ン
は
、
先
づ
、
科
學S

T

過

重

■

を
，
 

彼
‘の
科
學
史
雛
^
ょ
つ
て

棘
一
聯
絡
於
%

ぅ
ビ
努
カ
し
て
，

Q

る
。

.

令
I

初
f
 

I

て
ゐ
名
^
-
—

^̂.
重
.要

次

霉
«1
係
^

あ
：る
-

_

ー：の
：主
#'
な
:̂

矛
廇
ぉ
^

8

潜
.

良

1サ
シ
，
シ
'モ
.ン
の
語
を
以

0

て
す
れ
ばs

o
l
i
d
i
c
i
s
s

 

s

n
は
.「

諸
厘
を
隔
て
る
空
間
は
空
虛
で
あ

兔

.

.■

.
で
I

せ

す

る

备

の

麗

抵

掠

が

¥

磨

#

■

諸

»
0 :
^

鑛̂
擧

る

摩

擬

が

生

ず

る

で

ち
ら
ぅ」

，-'
(
£說
く
に
.反
し
、；.
後
者
即F

l
u
i
d
i
c
i
l

 

cf:
i-:一
 一 ).

は

「

空
間
は
..一

の

流®)
體_
—

天
&
間
ド
存
在
す
る
备
間 

を
f

る$
:
S
H

物
質
I

k

よ
つ
て
充
滿
■さ
れ
て
ゐ
る」

.ビ
主
張
し
て
ゐ
る
。 

：

.

乙
の
：矛
®

は
何
故
で
あ
る
.か
。
又
何
故
^

學
者
は
乙
の
矛
盾
を
消
滅
^

す
^

め
^
»
货
し
な
い
の
ヵ
.

パ
I

塵

4

1

た
め
5

、

一
 

方

蒸

.て
は
知
能
機
關
の
作
用
I

意
深
く
硏
究
し
、
他
方
に
は
、
事
實
の 

所
■

'

即
ち
、
之
の
ニ
、世
紀
間
.の
.諸

歲

Q

S

よ
‘っ
て
行
は
れ
s

f

硏
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
I

の
眞
S

 

1

/
の
道
に
は
1-
つ
あ
.る
0

我
々
は
こ
0

方
法
の
ー
つ
ド
分
析
的
成
ひ
は
S

納

が

の

.
名

を

多

へ

^

の
一
つ
—

 

馨
的
或
ひ
は
ハ
演
繹
的
め
名
を
與
へ
：た
。
.分
册
に
よ
.つ
て
、
‘我
.
.々
は
特
_

贺

か

，
ら

一

般

事

货

®

り

.
尊
R 

古

r

一：般
事
實
か
ら
特
姝
事
實
へ
f 
A
Vる
■

が
出
來
.る
。
.又
•乙
‘の
方
法
名
者
を
ば
I

を
r

ブ
、
_リ

ォ
w r

:

に 

考
へ
るV

J

云
；ひ
、
後
者
を
ァ
。ホ
ス
テ
リ
ォ
リ
ィ

考̂
へ
る

'̂
云
ふ
事
も
出
來
る
。

.
然
.ら
ば
人
類
&
'乙
の
ー
ー
方
法
を
伽
何
^

^
调
す
る
事
^

よ
つ
て
眞
码
に
到
着
し
得
る
か
；
.

己
の
間
題
.へ
の
解
答
は
、
ビ

-■
&
:も
直
^

ず
、
ナ
ン
*

シ
ネ
ゾ
の
歷
史
觀
の
根
柢
を
お
す
も
の
で
あ
る.

4
.

は
力
、 

'
-
基

磷

の

上
^
立
’̂

て
科
學
進
步
の
跡
を
吊
ひ
ハ
新
ら
し
い
朝
學
離
藥
物
の
敷
-地
を
拕
定
し
や
ぅ
t
':
u
ナ

'y
.
決

: ̂

日

く

、
：
 

.

. 
：
.:
•

,
, 

. ' 

: 

「

人

智

.は乙
‘の
一
一
方
’法
を
交
瓦
に
.使
用
し
、
且
Z

れ
を
繼
績
し
て
使
用
す
る
.事
.に
よ
つ
て

の
み
眞
妞
に
到
着
す
る 

S

ゼ

す

べ
v

f
大
發
見
S

せ
ら
る
、
も
の
は
1
1方
法
か
ら
他
.の
方
法
へ
移
る
に
最
も
便
宜
な
時
I

決
底
し 

た
多
の
纪
す
ぎ
ぬ
0

し
か
も
、
^

の
決
定
自
體
が
笫
三
^

教
す
る
方
法
、
.
或

、ひ

は

ノ
1

6
逾
雋
な
脊
葉
%
似
つ
て
す 

n

ば
、d

n
e

 

tr

o.isi

ぎ
 

5

P
ぎ

【

.
o
n 

d
e
’一

蒼

H
t

 

^
 

'

■

十

二

卷(
一

七
八
七)

：サ
シ
ム
韦
'シ
气
屮
汍
世
紀
科
潔
硏
卷
關
サ
る
序
論
し 

笫
十
ニ
號
一
三
•ブ



ニ
，

i
i

 

.

ず

 ̂

^
 

A
 

A

O

ホ
ン‘

シ
モ'

'
0

十
九

.

世.

紀
.

科
廢
的
研
究
に
篇
す
る
康
論
レ
：

#

H

g

i

霖

藥

义

刀

析

的

方

法
.
S
の
交
互
使
用
、
，u

方
法
、
換
言
す
れ
s

i

法
は
、
こ
の
雨
者
か
ら
坐

れ
S

生
兒
で
あ
る
ど
i

の
が
彼
の
_

f

i
つ
た
。
警

、
よ
I

は
只
S

•論
的
.の
遊
戯
で
は
なS

'。

實
 

"
墓

I

I

當
f

贏

認

し

て
f

の
J

る
。
t

 

5

サ
ン
ふ
ご
ン
は
我
々
が
、備
大
I

慕

.

f

ル
ぶ
久
；々
：.の
泡
想
を
順
：次
代
^

^

,じ
ズ
行
つ
れ
の
で
あ
る
。，.、
 

…

ハ

十

七
S

S

?

?
、

人
S

S

7

:

S等

の

雪
I

l

l

s
。

十

七

世

紀

はI

I

明
‘ 

人

間

の

ヵ

の

皇.の
■
.

つ
、.た
時
^

で

あ
^v

介

。
m
攀

I

險v
；

の
.
«然
た
.
.る

機

り

結

來

で

は

.あ 

る

力
'
.マ
が

リ

ヵI

度

へ

の

财

路

が

質

ra

れ

て

、‘
地

球

の

全

表®
は

完

全

益

服3
れ

、
，
加

之

、

塵

鏡

ば

.
天 

び

麻

f

繋

し

、

颜

微
I

上

の

微

生

物

の

存

重

し

た

。

1

丨
法
I

力

の

塞

、
國

家

の

^

、

努
敎
改
I

條
火
あ
ら
ゆ
る
も
の
j
;
.合
し
てr

知
S

力
.で

t

」
V
V
S

ふ
信
念
、
科
學
は
人
S

篕

I

全 

i

改
^
!丨
e

f

 

.
の
で
あ
.
U

■，待
を
抱
け
る
rr
天
才
の
出
管
待
つ
.
て
®

つ
た
。
ベ
I

コ
ゾ
が
馨
執
づ
た 

く
こ
の
？

あ
つ
•た
。彼
；は
f

の
如
待
S

会
は

し

な

か
つ
た
o

神

は

己

，が

新

研

究

法

を

.論
述
せ
る
.

「

新 

ォ
パ
ガ
ノ「

ム
：

」

を
ァ
リ
.
ス
ト
|7
*

レ
ス
の
論
现
學
*

、「
ォ
ル
,
ギ
<

ム」

げ
對
立
せ
し
め
た
。
. 

, 

.嫌
は
？

、

「

科
學
の
眞
F

:

i
法
的
の
自
f

、

新
ら
し
い
f

l

.
を
賦
與
す
る
I

以
外
こ
ょ

|

ノ

着

2

錄

の

、
人

々

は

.
、

為

f

少

し
1

じ
.

2
>

何
f

1

S

的

で

あ

气

，
敎

授

的

で

翁

。

」

仏
之
：
，
,

ス
4

プ
：レ
ス
の
翁
辱
、
隹

織

化

た

る

ム

コ

ラ
.哲
..學
の
*

ず
t

l
の
は
沒
共
商
例
'で
あ
るo

フご 

の
f

 

f

 
I

s
段
論
法
は
I

論

詹

状

す

の

.み
：で
、
何
等
人
生
6

献
す
I

I

た
气 

f

'

i

l

a泛

「

料
f

 

■

は
f

 
く
I

れ
た
£

 

凡
て

の
卜
ま
秧
劇
嚴
^

響
豸
れ
汔
實
歡
方
故
^

久
ら
ザ
竑
は
^

怫
統
の
雲
緣
の
中
に
、
或
は
、
«
論
の
旋
風
ビ
满
潘 

の
.巾
.に
、.
或
ば
僻
_

議

：£

作

藤

不

義

實

繁

.混
1|
1

論
綠
の
屮
に
収
殘
ざ
れ
.て
思
っ
た」

。
S
W
3
.彼
：が
•

「

»■
■

ォ
S

.
 ノ
ム」

S

■

も
が
は
、
こ
の
誤
級
を
訂
正
ず
る
た
め
の
新
ら
し
い
諭
现
形
式
で
あ
つ
仅
。
事
®
の
經 

■

ょ
^N.

馨
じ
、；

數

现

c
vt:
'
想
み
卜
%

の
事
»

に
狐
速
す
'6
-
歸
»

法
が
.を
れ
で
あ
厶
。
歸
納
&

は
一
：切
#
刺
學
に
於 

.で
#

效

甚

る

，
&

ま
秤
學
の
み
な
“

ず
、(

0

0

學
、
政
檢
學
.、

論
理
學
5:
'
眷

す
る

精
胸
科
學
R

於
て
も
有
敎
で 

あ
ざ
。
乙
の
方
法
|

、’「

人
間
の
知
警」

カ
.を
一
政
せ
し
む
.る」

.
方
.法
で
•あ
ツ
た
ん
サ
ン
.•.シ
モ
グ
の
言
ゼ
以
つ
て 

1n
H;
^

h「

_

は
ょ
苏
贫
法
を
豫
見
し
拎
の
で
あ
る」

。「

彼
は
綜
‘合
的
方
法
を
搬
用
し
た
。
彼
比
全
利
學
的
見
地
^
身 

•̂
觀
，§
だ
。
，彼
は
■科

-̂
V
J
一
 

瞥
の
屮
R

位
擁
し
た
。
彼
ま
®

得
知
識
の
集
職
を
秧
終
的
^

分
#

し
又
？
分
.1說
し
/2 

_

■

彼
酬
身
の
表
现
に
從
人
ば
、
我
々
の
知
識
.の
新
ォ
,

ガ
‘シ
を
發
風
さ
れ
た
.の
で
あ
る
0」

.

(

独
五〜

：
ス 

:\加
ぐ
し

-1
:
:
'

稀
擧
恶
最
_袖
_

^
與
_

«;
?:
.
咎
«:
し
^

實
譜
優
擧
_

紙
#

^

#
の
^

*

^
有
^
る
事
の
改 

コ
^V

は
、
自
己
.の
1«
*
產
を
ょ
6
1̂
大
な
る
相
續
老
^
,讓
る
事
が
出
來
た
。

.

ベ'
I
コ
ゾ
^

後
を
襲
P
/2
も
め
.は
水
ネ
•
デ
力
ポ
ト
で
あ
つ
た
。
r

A.
^

s

r
發
克
の
股
代
に
多
い
で
4

-

7な
^

■

慕

實

.

1
讓

し

、
§

し
、
全

.

v

i

s

s悬

s

f

零

ぅ

、、

」

す
る
5

S

代
が
來
た
。
こ

CO
-
-翁
述
R
«'
次
れ
續
ゲ
带
出
し
た
火
な
る
紙
織
的
见
想
家
ゆ
»

^
た
ふ
デ
力
,

トg

咏
£
に
分
^
'̂
靜
て
#
成
^
=
丛 

索
へ
至
る
途
を
見
拙
$

”
ぐ

」

ヤ
を
努
が
を
承
レ
气

‘彼
ば
紘
合
胁
見
地
に
立
っ
た
？
彼
ば
線
合
的
方
法
に
1-
っ

て

- 

挪
斗
酆
體
系
の
®
織
に
菥
平
し
た
。一
彼
の
伽
恐
し
た
ん
の
ば
旎
風
說
で
あ
っ
た
。
货
證
科
學
の
進
歩
が
こ
.の
澤
說
R 

負
ふ
所
ば
少
し
^
し
なS

尸
‘
■ 

„ 

, 

.

.
:

«'
h
vi'
2

七
べ
丸)

サ
ン
。
シ
モ
y

^「

十
九
仳
紐
科
學
的
研
究
に
關
.す
る
序
論
.

」 

第

十

ニ

嫌

1
哗
ゴ



齡
二
十
ls:
' 
.

(

一
 

七
九
o'〕

.サ
》
シ
せ
ざ
'

「

十
九
：

科
學
温
究
に
撕
す
る
所
論」 

栗
ニ
.

g

一
 

ル
ニ 

••
.
.力
ぐ
で
、.
デ
ヵ
.
ル
ト
は
人
問
の
精
神
|

己
の
內
か
ら
摑
出
し
、
之
を
あ
ら
ゆ
る
障
碍
や
仰
人
間
を
|
,
し
て
ゐ

念

で

め

そ

慕

科

學

？
近
代
称
.學
ど
の
間
に
區
、別
の
線
を
引
い
た
。
.神
學
者
を
攻
擊
す
る
^
め

に

^

^

者
? :
/

呼
集
め
る
？

？

た
S

彼
で
あ
る
。
彼
は
S

の
王
？

想
像
？

t

裳

し

、
■己
れ
5

s

t

5

:

た」

i
 

(

傲
‘六)
-

‘ 

-

.

,

_

'■■
.
,
.
_

デ
力
，
•卜
は
'

,:
-
: 

: 

-

「
I
/
h
o
m
m
e

 

3 doit :croire 

que les 

choses 

a
v
i
s

 

par 

k
l 

raison 

et 

c
u
e
s
,

 par 

F
e
x

兄riencb 
.

美

ふ

、
.有

名

な

原

則

、
：
迷

f

鼠

し

た

原

則

、

我

々

‘地
，
球

の

糖

神

爵

而

を

變

化

卷

S

則
を
設
立
.し
た
，： 

I

 

I

f

 Vヒ

宏
ふ
謙
讓
な
名
稱
I

じ
た
證
|

法
ド

ょ

つ

て

、
.
彼
I

迄
の
旣
得

知

晚

I

£

?

し
て
s

f

か
？

2

なs

 

t

甚

？

气

然

し

、

?

I

常
な
注
S

拂
？

I

の

悬

I

t

た
。

.

即
ち
、
彼
は
0

己
の
I

.

S

S

Sげ
な
，い
た
め
‘
、
X

そ 

の
•發
表
を
$

さ
れ
な
い
た
，

、

_.，の
存

f

認
め
だ
i

ふ
.公
式
の
宣
言
を
發
し
.た
，.。
こ
れ
は 

一k

.

l

の
进 

f

w

く
霞
出
て
屈
た
の
で
あ
る
が
、
被
は
こ
‘

の
神
ど1

K
ふ
.示
願
的
m
心
想
に
#

‘等
の
•實
際
的
®
能

を

行

ま
て

腐

， 

な>

。
彼
は
こ
の
悬
I

仰
を
從
屬
|

.
夺
か
つ
今
彼
味
S

る
觀
念
.は
人
類
が
米
i

奪

小
兒

I

I

雷

、

I

織

I

參

科

學

的

以

l

k

,

f
 

g

 

£

か
考
へ
’て
原
S

 

0
^
0

霞

S

十

七

世

紀

,̂
迄

べ

丨n  

X

及

デ_
力

ル

ト

の

未

し

な

途
VJ.
步

い

J

つ

た

が

、：：
ふ

間

s

o

?

令

け

、
 

る

彼

等

の

研

究

を

耍

約

す

る
^
左

の

ニ
'項.
^
分

類

出

，
.
來

る

。

即
ち
：

.
 

'
 

'

巧

1
0、
',
:
:諸

學

齡

は

、
、
宗

敎

學

說

に

ず

ぎ

傘

&
,つ

杖

獲

學

說0
最

も
*
質

的

な

■

豐

雜 

.

.
，

.

.ニ
、

新
學
說
の
雞
觀
於
始
め
る
に
必
要
な
最
初
の
.土
臺
を
建
設
し
た
事

、

の
一t

つ
■で
.め
る
。

か
く
て
、.
.我
々
は
十
八
li
f
e紀
の
科
學
的
研
究
に
移
る
。
S
.七)

”
普
嚴
；絮
分
|$
:
長
時
，間
^

亘
つ
て
同
一
の
立
場
か
ら
■同
一
物
を
凝
祕
し
繊
け
る
ど
疲
勞
す
る
？
そ
し
て
、：
最
早
、
事 

物
の
間
の
新
關
係
?-
薇
見
す
る
能
力
を
失
つ
.て
了
ふ
ノ
十
七
-1
1
1
:紀
末
化
於
け
'5
學
派
>̂

心
1
.狀
|1
が
こ
れ
で
'あ
0

^

. 

ァ
；
.フ：り
ォ
リ
ィ
に
事
物
を
觀
察
し
續
け
た
學
派
は
彼
等
の
科
學
的
.眼
を
疲
勞
3

せ
て
，居
つ
.た
。
、デ
力
,

ト
は
多
く
ル 

弟
手
を
有
し
て
居
ゥ
た
が
、
.彼
等
は
何
れ
も
—

し
.
~形
而
上
學
.的
迷
営
に
踏
込
.み
、
形
，而
下
學
的
見
地
を
見
失
つ 

て
了
つ
た
。
科
學
の
進
步
も
同
時
^

乙
、
で
停
滯
し
れ
か
の
觀
を
呈
し
た
。

•
.
.さ

な

が

ら

、
こ
の
現
象
.は
、
.デ
力
-
ル
ト
の
立
場
が
®

つ
て
■
©

ら
長
結
染
で
は
な
い
‘
の
で
あ
つ
て
、
デ
カ
ル
ト
の 

〒
ぅ
た
士
事
は
デ
_力
ル
ト
，ー人で

_終
結
を

^

げた
.の
で
は
な
い
.̂
云
ふ
事
を
示
す
も
の
で
あ
つ
た
。
彼
•の
研
洗
は
今 

'̂
'c
可
入
の
手
に
ょ
つ
て
行
.は
れ
切
も
の
ょ
'

も̂
、
遥

か

：
に

廣

沉

.に

宜.る
%

の
で'あ
つ
*

。.
そ
七
て
其
赏
行
及
完
成 

に
-は
ま
^

'

-

#̂；
大
の
^

月
を
必
要
S

す
る
企
で
あ
，つ
た
。
 

.
:
 

, 

.

.す
べ
て「

最
初
の
實
驗
は
下
输
.で
あ
る
。
デ
.力V

ト
-の

仕

事

は

ず

、ベ

て

.乙

.の
下
ft
寄
&

で
あ
る」

。旅
風
說
灶
紙
が 

麗
筆
^
.
.
4る
新
科
學
體
系
の
賞
讃
す
べ
き
總
卞
输
で
あ
る
。「

人
.は
划
性
に
;1
つ
て
自
1.
し
.
藤
*

^

.ょ

つ

て

杯

^

し 

た
事
の
み
を
信
ず
べ
き
で
あ
ふ」

，̂

云
ふ
彼
の
格
律
は
、
.前
記
.の
.下
繪
を
如
.何
に
.し
七)

彩
色
す
る
か
を
最
も
精
確
に 

示
し
て
.、
以
？

、
新
學
說
組
織
を
今
後
引
繼
ぐ
者
に
與
へ，.
た
指
針
で
あ
.つ
た
，o
事
實
、、.デ
ガ
ル
ト
は
自
身
乙
の
桁 

針
に
ょ
.つ
て
硏
究
を
.續

け

.前

揭

の

二

 

.條

件

の

"
中

第
_•條
件
を
滿
足
に
遂
行
し
！て
，了
つ
た
.の
で
あ
る
。

,

第」

5

i-(
1

七
九
：

1)

サ
y
*
y
韦
ン
气
十
九
世
粒
科
學
的
研
究
に
關
す
る
：序
論
.し

 

第
十
二
就
，

1

四
H



笫H

十V
I
.

卷

(

;
七.

九
.

二)

サ
ゾ

*

シ
モ
ン'

ど「

十
九
1 1
1
:
.

紀
科
樹
的
媒

1
£

關
す
る

.

禱

」

.

管

i

 

4

四
：

.
旋
屈
詔
^

は
-

.彻
另
寄
货
^

充
分
^

る
說
明
を
與
へ
#

な
•
い
~ゼ.

S

ぶ
缺
點
が
あ
つ
た
-/
2

め
、
^
ニ
の
條
半
を
滿
见 

?

事
.は

舍
.は

出.

f
か
.
S

。
，
然

しS

旋
‘風

說
.の

未

完f

 s

 

i

は
、：

我
々
.
S

く
必
要
f

 S
.

事

で

あ
 

つ

で

、

そ

の

責

，
は

デ

カ

\
.ト
に
あ
る
の
で
な
く
て
、
常
時
に
於
け
る
人
例
の
經
驗
は
以
つ
.
て
、.
こ
れ
を
‘完
成
.す
る
^
 

.足
6

な
力
つ
た
.力
.ら
k
.ょ
る
-の
で
あ
っ
た
。
即
ち「

人
智
の
.羅

，は
«

,

_
實
を
未
だ
充
分
に
供
給
さ
れ
て
®
な
か 

つ
ナ
一
フ
カ
ル

!]
>
力
仑
れ
を
雞
設
し
や
ぅ
ど
試
み
た
時
R
tt
、■
.新
科
學
殿
觉
缒
設
の
介
め
^

は
、
米
だ
旣
得
材
料
が 

.充
分
5

者
居
な
か
っ
た
。
.こ
れ
が
こ
の
®

學
者
S

っ
て
、
を
の
企
が
充
分
成
功
し
な
か
っ
た
譯
で
あ
る
。」

己 

、
s

セ
、：
十
i

紀
の
t

で
は「

デ
ヵ
ル
ト
^

ょ
0
.
.て
’建
設
さ
れ
2

物
は
崩
壊
す
|

'
命
に
あ
っ
た
。
然
し
、
 

:

を
'の
§

化
_

:

用
容
れ
抡
1

は
夾
.
切
化
保
存
し
な
.
け
れ
は
攻
ら
.
な
か
つ
た
。」

そ
れ
に
新
ら
し
い
材
料
を
附
加
す
ベ 

■;
&

で

あ
.<
)

ナ
を
レ
結
果
淘
职
.の
初
^

が
完
侦
す
，る
.迄
般
堂
の
‘
.建
築H

事
..は
.延
期
じ
衣
^
^

 ̂

I

言
に
し 

S

M
へ
0

事
が
1

7
 

.
フ
リ
オ
づ
，ィ
R

儿
る
'®
は
止
.め
て
、

' ア
へ
ホ
ス
テ
リ
オ
リ
ィ
k

考
へ
ね
ば
な
らq

 

J
O變
il
l

の
|$

期
：I

來
す

I

で
へ
：

「

常
I

:

所

線

合

，的
S

H

、
分

析

的

方

管

筇

し

な

け

れ
f

ら

气

」
(

S

IL
i
 
,

ァ
；メ 

ノ 

'は
-
^

乙
：；

の
.对
移
fc
從
つ
.て
サ
ー
フ
セ
-
.
.ン
入
^

'̂
,
?て
歐
洲
に
»

入
3
.れ
^

材
料
及
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、

ヶ

ダ

レ

ル
等

k
な

つ

で

沿

攀

さ
-
れ

た

狗

料

を

使

川

し

た

。
次
；
.
に

な.
T.
べ

き

仕

證

翁

材

料

を

集

め

て

、

♦

の

隹

ょ

現 

れ

る

最
#
'

の

最

も.
乘

机

た

天

才

の.
處

分

仏
/
ぐ

れ

を

任

せ

る
0
で.
あ

る
。

.

.

パ
'

力
、
る

弩

態

た

ロ

，

■•
少

及

私：：

丨
‘：
十

；
ン
，
は

デ

力

，
ル

ト

0
後

繼

者

ど

し

て

、
新

材

料

の

最

も

す

ぐ

れ

た

集

喷

者

ど

ミ
も
分
析
'̂
化
^

^
線
合
の
'i
l
l：
界
を
離
れ
た
。
 

•

.
二
：
ナ
.丨
ト
ゾ
は
ー

.
っ
.の
林
输
の
济
ち
る

の
を
见
て
、

乙
の
取
純
な
亊
實
か
ら
次
第
に
观
有
引
カ
の
⑴
心
雜
代
迄
上
っ 

.
て
行
っ
た
。

ロ

ッ

ク

聽

寶

、
最
初
は
我
々
^

最
も
直
俊
な
感
赀
の
上
に
注
が
れ
た
。
合
し
て
、
彼
は
杣
象
に
杣 

象
^
.逋
ね
：て
遂
^

人
智
の
：完
全
傳
の
槪
念
に
.上
.ク
翁
い
た
。

. 

.
:〜

、
 

' 

乙
の
進
路
^

變
辱
線
合
か
ら
分
析
へ
究
全
に
移
轉
す
る
迄
^
は
、

サ
ン
，
シ
モ
..ン
の
所
謂
ロ
ッ
ク
丨

1

一
ユ

I

ト 

ニ
アX

 

e
デ
力
ル
U

M

S
の
叫
に
、
.
何
れ
か
'選
ば
る
ベ
き
か
にc

v
h
s
v

烈
し
い
論
郇
が
渦
釔
卷
い
て
居
っ
た
o
.然
し
、
 

乙
の
論
®

^
は

何
入
も
容
勒
K

fr
取
オ
各
乙
ど
の
出
來
る
明
1,
1

の
誤
謬
が
®
ざ
し
て
居
っ
た
。

何
ん
^

な
れ
ば
、
前 

ぃ
述
«

し

如
く
、
者
し
、
ロ
ッ
ク
ー
二

ュ

ー

ト

ン
派
R
し

て

、

デ
力
.ル
ト
は
彼
の
當
時
( £

し
て
は
可
及
的
最
大
限
以
上 

に
新
學
說
組
織
の
た
め
‘に
カ
を
^

し
て
思
っ
た
事
、
又
、
デ
カ
ル
ト
I
の
.旋
風
說
は
ム
の
豫
備
的
學
說
で
あ
っ
た
事
を 

認
め
た
な
ら
^

「

彼
等
は
決
し
て
旋
風
說
を
批
判
し
な
か
っ
た
で
め
ら
う
し
又
デ
力
ル
}

の
W

究
を
ロ
ッ
ク
及
二 

r
 

ト
ン
の
研
究
^

對
立
3

せ
.る
«
*
.事
.は
し
な
か
っ
，だ
で
あ
.ら
：う

1,
0

即
.ぢ
.「

彼
等
は
二
方
法

、

綜
合
的
^
分
析
的
ど
が 

ざ

ち

ら

が

.
ょ

ハ

も

0 .
:で
あ
.る
.
.が
.ミ
云
ふ
*

'

っ̂
-
いて_

_

例
へ
■ば
：
ホ.
ン.

ブ
の
場
合
：
ヒ
-ス

ト

ン.，を
上
げ
る
か
下
-げ

.
る 

.か
、
何
れ
が
ょ
6

以
上
に
，惯
値
を
有
す
る
.
..も
の
か
を
定
め
る
，様
.な
.餘
.計
な
.考
へ
.，に
0
.い
.，.て
一
：
一

論

爭

じ

..な

か

っ

た

で
 

あ

ら

う̂」

。
•(

註
九>
サ
ゾ
•
シ
モ

ン
.は
兒

戯

.(g
u
e
r
r
e

 ,
p
n
6
x
i
l
e
)

^

冷

笑

，し
；て

ゐ
$:
.
;0

若

し

、

正

し

い

見

地

，̂

あ
-る 

人
な
ち
ば

、
_か
、
る
。ホ
：ン
ブ
.の
問
題
纪
答
べ
て「

若
し
、
ピ
ス
ト
ン
が
。ホ
ン
ブ
の
體
の
上
.部
^

あ

る

な

ら

、

そ
-^
を 

下
げ
ね
、‘ば
な
ら
ぬ
.。
そ
れ
が
下
部
^

あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
上
_げ
ね
:̂

な
.ら
^
'0
。ホ
ン
.
.ブ
を
動
か
す
>̂
:

の
は
上
か
ら
下
、
 

下
か
‘.ら
上
へ
の〗

交
互
的
..運
動
で
あ
る
；

J
V
J
,

云
ふ
で
.あ
ら
う
。
，

.

V 

ン 

笫
1|

屮
ニ
糌
•
•
.

(

.一.七
九」

5

サ
シ
*
レ
'
?ジ>」「

十
九
*-
紀
.科
學
的
郝
«

篇
ナ
る
，序
き 

•笫
t-
u
fe「

四
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I

十
i

 

货
.ン
，s

‘ン
I

九
世
_

學
的
硤f

學

高

濟
_

锒
十
二
鱗.

.

.

.

i

,れ
，、
こ
の
論

S
-

K

ヵ
ル
ト

5

敗
北

S

つ
た
。
勝
利
の
原
因
は
必
然

k

廻
6

來
た
交
縣
時
沏

.

1

1

 

塞

し
t

力
つ
，た
學
者
達

.

は
、
分
析
的
方
法
を
以
？

綜
.
.合
.

的
方
法
に
優
れ
々

I

し
、
薇

探

求
.
f

,ロ
ー 

ク 

及」

1

1

’ト
ン
，の

f

從
ふ
べ
さ

I

言
し
た
。

：  

• 

•

十

八

世

紀

は

秦

げ

て
. 一7

トV

及
ロ
ッ
ク
の
思
想
{元
成
に
.曾

れ

た

。
無

證

物

_

の
硏
究
に
於
て
.
-

1,

ュ
丨
ト 

ン
，を
承
繼
し
f

の
は
.ラ
‘ダ
ラ
、シ
デ
ユ
、
ラ
ブ
ラ
：ス
、
及
ラ
ボ
ナ
ジ
ィ
み
あ
之
コ
レ
デ
ィ

t

ク
、

コ
ン
ド
レ
セ
ー 

及
リ
ジ
ネ
エ
'は
：有

機

體

物

羅

k
於

5

ッ
ク
.の
、後
を
繼
承
し
た
。
從
つ
て
、

ニ
ク
丨
ニ 

r

ト

ン

派

.
ど

デ

ヵ

レ
.

.

:::.':へ 
' 

へ
.
-
:
ン 

.
* 

- 

. 

.
.
.

 

- 

/ 

La, c
r
s
g
e
.

 

T
h
6
0ri 6 

des 
fonctions. 

:

L
a
p
l
a
c
e
.

s
s'
a
n
i
q
u
e 

c
êste. 

-

:■

他
方
で
.

は
、
.

. 

‘ 

.. 

y
 

;

:

oondjauac, 

Traite. des .sensation. 

.
 

一
.：

.

.
‘ 

-,

c§
dorect, 

l

i

 

^
.
'

1

1

. 

 ̂

^
1

- 

r3
l

.

を

舉

げ

る

事.が
、3
事

る
.°. 
.

,
」

フ
グ
i

デ
d
 
一一
 

f

ゾ
の
I

の
發
展
I

成
s

與
し
I

I

、
一

1

广
ト
ィ
の
|

數
の
|

理
|

 

，フ
/ 

/
<:.

か

ら
-I

. .
丨

ン

ヵ

勖

つ

て
S
A

3

せ
た
物
划
學
の
«

念
5:
除
外
し
た
>/

」

い
ふ
事
^

あ
る
0
:

(

踩
十〕 

次
い
で
こ
の
W

算
の
適
f

總
栝
し
且
完
成
し
た
も

の
が
ラ
：ブ
ラ.
‘

.ス
氏
で
あ
る
。
殊
S

の
雪
は
關
す
る
ラ 

フ
J

f

究
は
非
常
f

の
.で
あ
つ
.
.て
、「

光
榮
の
寺
院」

•(

胜
十
一〕

に
於
け
る
優
秀
な
地
位
を
與
へ
ら
n

5

k

l

も

の

で

あ

：
つ

れ

。

. 

，
 

,

::
\

;r
s

1

i
は
、
.
乙
れ
ま
で
不
完
全
で
あ
つ
て
、
天
文
學
者
は
、
ミ
の
衛
星
の
連
動
方
.法
を
不
規
則
で
あ
る
ミ
立
論 

じ
で
居
：つ
た
。
然
し
、
何
人
4

ヒ
の
理
由
ほ
指
示
し
.な
か
つ
た
。
.ラ
プ
ラ
ス
は
こ
の
寬
大
な
缺
點
を
滿
ず
^
次
の
如 

令
證
_

を
以
つ
て
し
^

。

即

ち

、

：
：

■.

:

.
:

1

.

(

：
地
i
>
:ル

め

不

蚬

則

な

：
運

®

は
、'
其
賢
、
■甚
だ
规
薩 

1
w-
:
i!
;
の
.迤
動
は
萬
有
引
力
の
直
接
の
結
果
で
あ
つ
れ
：事
、

'

三
、'
V

4ふ
ー
ト
ゾ
の
學
說
，が
推
理
し
#

な
か
；つ
た
た
め
.、

1

つ
の
除
外
例
せ
し
て
、-1

つ
.の
特
種
な
る
場
合
ど
し
て 

.傲

出

^

れ

た

こ

.の

«1
實
は
、
反
*1
に
、
乙
の
學
挪
が
最
%

堅
實
に
甚
碰
-̂
あ%

た
す
ベ
で
.の
**
»

の

中

の

ー

.
つ
ヾ
ん
し 

.
て
普
，へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
次
か
つ
た
ビ
.い
ぷ
«

:>
,
を
：證
叽
し
た
0
.ハ
能
十
ニ

)

‘
ー
 

. 

；

：「

.

一
言
.
kし
て
去
へ
ば
、
萬
有
0,
;|
カ
に
除
外
例
な
し
^

云
.ふ
の
が
ラ
ブ
ラ
ス
の
功
績
.で
あ
つ
た
。
か
く
し
.て11.」

>
. 

ト
ン
の
瓜
想
は
完
成
3

れ
た
。
 

.

へ
次
^
は
p.
'

ッ
.ク
.の
见
想
完
成
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
.な
’ら
ぬ
。
彼
は
.精
神
的
ビ
呼
ば
れ
て
ゐ
る
階
級
比
屬
^

る
：
 

現
*̂

、
即
ち
、
^

*
现
象
を
物
规
學
的
觀
念
办
範
|«
'

に
.人
：れ
る
»

を
自
宗
の
@

的

、
ビ

し

乜

提

言

し

た

。

「

何

んビ

な
れ 

ば
，
、.彼
は
、
動
物
'の
無
意
識
的
行
勒
、
本
吴
的
示
顯
的
S

M
的
觀
念
を
攻
擊
し
、
論
爭
し
、
且
擊
破
.し
た
か
ら
で
あ

る」

.0
ン
‘ 

:

- 

.

.

•

 

: 

. 

‘ 

-V 

ぺ
■ 

.

然
る
に
、
常
時
は
未
だ
示
«

的
觀
念
.を
信
ず
る
者
の
.數
が
甚
だ
多
.か
つ
れ
。
僧
侶
圈
體
は
ニ
派
に
分
れ
て
、
激
烈
，
 

な
關
郇
を
行
つ
て
居
つ
た
が
、
利
#
.
‘の
共
通
な
る
所
で
.は
、
昨E

の
歡
も
今
日
の
哝
方
で
あ
る
.、
彼
等
は
共
同
の
劎

浓
ニ
十
二
卷C

1

七
九
.五)

サ
ン
.
シ
モ
ン
.で「

ヤ
允
仳
^

^

«
趼
^

^
關
す
る
序
論」 

笫

十

ニ

號

，一㈣
七
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- h
l

: s(
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A
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t

ン*

: /

モ
ゾ
迖
っ
十
九
价
紅
科̂

的
附
究
に
關
す
る
取
論
“

- 

第t
i

l

號

5

.八

を
按
じ
て
新
科
學
體
系
の
樹
立
^

立
.1|
1
]つ
た
。
、
：

, 

•

兩
派
の
愀
侶
は
、
何
，れ
も
、
俗
人
?:
'

自
己
.
垣
下
で
あ
る
ど
考
へ
て
居
つ
た
。
彼
等
は
、
そ
の
恐
な
る
.

y

ド
こ
.

「

祭
？
 

壇
の
執
行
者
は
一
切
の
科
學
的
大
問
題
の
解
決
?:
發
見
す
る
能
力
を
不
可
解
な
超
®

然
的
權
力
か
ら
讓
受
け
たV

J-亏

 

.
ふ
減
念」

?:
維
持
^

せ
f

」

,b
た
。

• 

•
■

.

'

僧
侶
の
か
、

る
非
科
學
的
な
態
姐
は
、
' 
新

科

學

體

系

樹

.立

を

自

己

ゆ

大

自

的

^

じ
て
居
つ
た
，ロ
ッ
.ク
を
し

て

，、

.そ 

の
目
的
達
成
の
た
め
ゆ
ニ
時
ゆ
方
狐
を
用
ふ
る
事
を
餘
修
な
ぐ
き
せ
た
。
"即
ち
、
.ロ
ッ
ク
.は
^

^

.の
賭
.白
}
4

】

^

け
'る 

12
•̂
^

ー1
^

的̂
«

#

^
存
在
：し
な
.い
事
を
立
.筛
す
る
著
.惟
翻
冒
頭
^

、
か
.：
、

る

獅

念

^

啟

分

ほ

言

じ

て

ゐ

る

ど

云

ぶ
 

公
式
以
宣
言
を
附
帶
す
る
とs

ふ
不
可
解
.の
態
度
を>/J

つ

た
;0
ロ

ッ

ク

が

北ff
f

ど
つ
.，た
こ
の
m

步
は
、
皮
の
與 

意
を
探
ぐ
ふ
^
多
大
の
咨
痛
を
後
人
^
殘
し
た
。

コ‘V

デ
ィ
ア
ッ
.
‘ク
の
如
き
も
、
乙
の
た
め
^
馏

ま
^
'

?

}

-

^

、 

.
あ

つ

た
:0

然
し
、
.彼
が
筆
を
输
つ
た
時
^

は
、
僧
.侶
の
權
カ
も
多
ぐ
失
れ
.て
.
ロ
ッ
‘
ク
時
代
替
で
な
か
つ
だ
以
で
、
ロ
ッ

ク
.よ
々
よ
k
少
-い
危
險
R
暴
*

^
れ
て
居
つ
忆
コ
ン
デ
ィ
ア
デ
ク
.は
、.T

ッ
ク
よ
？
W-
上
大
瞻
-に
所
信
を
述
べ
る
之
：
 

ど
が
出
.來
-た
0
.

彼

の

餹

雛

論

は

、
、

經

鐵

其

)̂
も
の
を
全
然
受
儆
的
に
解
釋
ず
る
$

同
：時
に
、一

切
の
科
學
が
經
驗
5:
跋
礎
ビ
し
て 

可
能
な
る
こ
.ミ

を

指

痛

し

て

ゐ

る

程

^

一

 

切
を
經
驗
か
ら
(/
?|
出
奢
フ
ど
す
る
猛
烈
な
企
|1
で
あ
つ
た
。
乙
の
企m

に 

よ
つ
て
、
コ
ン
デ
ィ
ア
ッ
ク
は

.
”
ッ
彳
の
»
究..
の
前
半
、
.
Wち> 

個
人
知
識
の
發
鹿
R.
關
す
る
ぃ
.ッ
‘ク
办
见
紙
匕
肢 

釋
す
る
^

成
魂
し
た
。
 

-

.

>

.

:

‘
：

.
：

_ 

: 

,
.

.
こ

の

殘

3
れ

た

他

の

1
半

を

完

成

す

る

任

に

常

っ

た

の

は

コ

ゾ

ド

，

セ

I
で

あ

る

。
^

，
卯

究

に

ょ

っ

て

、

如

め

て
、
人
«

の

無

：限

：
の

完

全

：性

^

關
す
る
ロ
ヅ
ク
の
槪
要
が
發
屉
を
見
'た
.の
で
あ
..る
0

.人
智
逃
^

の
：表」

が
M

ち
之
f

で
あ
：る
：.。パ：
.

:

:

 

」

.

. 

.

1

す
べ
て
"

著
_

ぱ
.其
時
代
の
政
治
狀
S

影
響
■

け

愚

口

/

は
僧
侶
の
た
め
£

想
の
自 

由
1

8

を
5

さ
れ
た
。
然
る
k

、
そ
れ
ぐ」

反
對
に
、
フ
ラ
ン
5

平
等
主
義
者
は
i

ド
ル
セ
i

し
て
⑷ 

凼
^

共
见
限
を
諮
張
す
る
を
得
さ
せ
た
。

コ
ン
ド
，
セ
ー
が
其
著
作
を
完
成
し
た
時
に
は
3

命
^

板
揭
は
3

#
扑
1
 

あ
つ
た
。
そ
の一

方
の
旗
f

な
O

S

は
.
.、
.フ
ラ
ゾ
ス
に
共
和
政
#

を
紐
.て
、
あ
ら
ゆ
る
人
民
を
し
て
王
權
I

 

權
を
悱
斥
し
た
肚
裏
織
V
J避
非
跺
用
し
な
け
れ
ば
な
らS

 V」

云
ふ
意
見
を
發
表
し
作
。
彼
の
讓
の
而
々
ヵ
之
ォ 

k
.和
し
t

打
'
0大
砲
の
響
は
股
々
£

て
巴
里
の
空
を
動
か
せ
た
。
然
し
、
か
、
る
急
迫
し
た
事
^
:
は
他
而
に
方
て 

彼
を
誤
ら
せ
^

審

有

の
.撥
S

S

立
つ
た
彼
は
、.
自
ゆ
の
提
議
し
S

則
か
ら
秧
f

 

s

f

引
出
す
爲

に
必
耍
な
周
岡
^

對
す
る
‘冷
靜
な
る
觀
察
を
忘
却
し
て
了
つ
た
。
乙
の
結
果
、
. 

：

，

R

n)'capituer ,1a 

m
a
r
c
h
e

 d
e
.
「
esprit 

h
u
m
a
f

. et 

terminer 

cette 

r

<T)>capituktion,pour 

rexpose 

de 

c
l
e
c
-

tures 

f
o
r

.36es 

sur la. marche' 

q
&
i

 
K

p

ビ
云
ふ
彼
の
琢
槪
念
も
，、.
乙
.れ
を
實
行
す
る
に
際
し
’て
、.
王
^

對
し
、
又
僧
.に
對
，す
る
刺
毁
.の
言
ビ
化
し
た
。
 

歴
.史
を
.縱
い
て
、
備
大
な
.る
怔
服
.者
、、

」

®
.學
劍
始
者
e

は
、
今
迄
、
其
數
が
同
一
で
あ
つ
た
事
及
;|
1
ハ_
$
か
ら 

.

兩
者
は
、
成
功
^

必
要
な
能
力
及
性
格
を
異
R

し
、
' 
決
し
て
相
和
す
ベ
&

性

質

の

、
も

の

：
で

..歡
な
..い
^

云
ふ
*1
論
を
;̂ 

2

、
サ
ン
•
シ
モ
シ
は「

、後
者
に
屬
す
べ
き
コ
ゾ
ド
グ
セ
ー
R

.

「

當
然
、
.放
治
か
ら
？
退
.七
，.
^
1分
の
立
"

&
狀
リ
妒
=
る 

、、ヽ
&
.で
，あ
.つ
^

。
を
し
ヤ
、
彼
が
、
苗
己
の
幸
福
の
た
め
"

又
.人
類
.の
幸
福
の
代
め
に
有
益M

力
途
R

帒
己
レ
益C

令

f

i

.

卜
！一'

卷

(
一

七
九
七〕

サ
シ
•
シ
モ
ン
ざ「

十
九
批
紀
科
雄
的
研
究
に
她
す
る
序
論
：し

 

第
十
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一
 

叫
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第
.

二
十.

1
.
1
.

卷

(
I

七
九

.o

サ
ン

•

シ
モ
ン
ざ「

十
九
他

.

紀
科
課

s

u

p

 

.

f!

號

j

 

n

o

知
能
I

f

、S

2

S

」

5

ふ

批
判
を
し
て

.
s

o
 

C

I

D

f
 
I

.

ら

、

n 

V

ド
ル
セ
丨
の

著
作
丈
、
 

*

微
の
f

 

5

V
.謹

も

あ
る
：̂
、

恐
.ら
く

人
S

着

.f

.
生

產

勞.一

つ

で

は

H
念

ハ
。
ヒ
命 

屋

？

示
す
S

許
I

I

ら
ば
i

山
を
I

し
？

の
は

,
バ

ク

.
で

あ

へ
错

し

た
l

y

s

y

”

1

1

1

の
.
f

ィ
ス
I

及
r

フ
ィ
エ
ス
ト
リ
?

|

 

!

、
i

、
か

巻

以

■つ
て
、
新
ら
し
い
鑛
坑
を
發
見
.じ
？

の
が
コ
ン
ぶ
セ
I

で
あ
S

の
で
あ
‘る
。 

,
~ 

0
. 

- 

,
.
>
, 

sast-siBOXV

'osvres c

-risies、V
C
L

 

I. 

P. 64 .

ン

V
t 

T 

-

サ
ゾ
*
シ
モ
ン
^
.べ

「
新
沿
想」

を
粘
細
に
說
|1
/
1す
る
た
必
に
は
新
ら
し
い
言
览
'が
必
^
で
め
る
0 

、

i

物
理
？

m

M

S

做
物
I

I

微
物
I

s

類
し
な
け
れ
n

o

從
，つ
て「

I

I

供

i

 

f
 

し

て

ゐ

る
雾
は
二
階
級
に
音
し
て
ば
な
ら
ね
。
こ

ネ

汝

L

、
尸

こ 

!

J

.

?石
？

沒
迅 

で
あ
る
。
ぶ
し
、
.
こ
i

’
f

こ
G

叙
を
奢
す
る
，
め
に
f

不
I

で
な
い
S

は
：
大

轰

f

光
f

 

:

g i
J

.

こ
ジ
I

は
f

T

I
想
？

ゐ
4

を
1

;

£

|し
か
世
人
，に
.通
.じ
さ
せ
な
い
か
ら
余
u
、

I

f

ビ

註
.ニ
、

-
-
-
- 

.

. 

. 

.

,J

、
バ
f

尸
ン
、ノ
ブ
み
、
.オ
ル
ガ
ム
、
細
鳥
爾
次
郧
氏
，
、

Jljj

養

、

七
.：

斎

、

節 rsl':,.s2.st-

.coi30nj op. 

c
r

p
.

OV
7 

砰
五
、

ibid, p. 

68-69.

註
六
、

ibid. p., 69.

>
• 

■ 

■ 

- 

<
• 

- 

-•.

註
七
、

ibid;:p. 

72. 

.

. 

.

;

.

:

.

;
M
<
、

ibid'K 

?
7
7
.

Ii
九
、

锌
 

i
b
i
d
”
E
c<
,
&
~ ぺ 

：

註
•十
一
、

ラ
ブ
ラ
ス
|:
-
1く
、「

す
べ
て
灭
文
學
上
の
訃
鸩
に
於
て
は
遊
妞
は
完
全
な
球
體
ミ
し
て
#
へ
ら
ル
て
ゐ
る
。
叫
題
を
か
く
の
如
く
蹬 

く
こw

は
太
陽
系
を
桃
成
し
て
ゐ
る
星
a
金
體
的
及
相
：A
的
述
動
を
視
る
に
限
る
場
合
ば
不
侦
を
感
じ
な
い
。
铮
閲
に
附
さ
れ
て
ゐ 

. 

る
狄
は
嵌
入
が
社
紙
し
て
ゐ
る
姑
1
1比
較
す
る
^
迪
だ
少
设
で
あ
る
か
ら
、
ょ
く
见
て
も
、
と
の
不
愤
確
か
ら
坐
ず
る
誤
謬
に
は
氣 

ぃ 

が
つ
か
な
い
极
で
知
る
ミ
然
し
’西
人
は
と
の
设
を
等
閑
に
す
る
^
武
ふ
誤
を
^̂
に
關
す
-る
观
論
に
於
て
犯
し
て
趼
つ
た
り
こ
の
别 

:'
:-
.

•

.論

.？:
允
成
す
る
方
法
は
V
地
球
を
免
金
なj

球
體w

し
て
で
は
な
く
、
そ
の
廻
■棘
軸
の
雨
秘
端
に
於
て
！！1
平
11
な
つ
て
ゐ
る
一
球
撒 

\  
e
しV

、

地
球
が
劣
へ
て
、
月
に
及
，ぼ
.す
地
球
の
1;
|
カ
的
述
«
を
計
笕
す
る
褂
で
_あ
る」

w
o (ibid, R
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、ib

id
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_
• . 
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y
.
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-

.

.

.

'Eg
-
'
.
. 

_ 

....:• 

丨
：，

.

ナV
,

シ
モ
：ゾ
は
以
上
を
以
つ
て
、
十
七
世
紀
及
十
八
世
紀
科
學
：史
硏
究
の
-第
一
部
S

し
た
。
そ
し
て
、
を
の
硏 

究
の
第
ニ
部
1£
し
て
、
特
に
、
.植
物
學
'及
化
學
を
を
こ
か
ら
分
離
し
た
:-
°

何
の
た
.め
に
、
彼
が
か
、
る
特
別
な
區
分 

浚
を
.採
;[
]

し
た
か
ビ

云
.ふ

^

、

そ

れ

は
#

竟
、
彼
の
.目
的
が
最
も
槪
括
性
の
腐S

結
論
.に
到
着
す
る
事
^
亦
し
允
か 

ら
で
あ
る
。
ょ
.

廣
い
槪
括
性
を
有
す
る
も
め
を
得
る
に
.は
、
ょ
5

少
い
槪
括
性
を
.有
す
る
對
象
に
長
時
間
注
意
を 

停
止
さ
す
事
は
明
か
^

不
刹
で
あ
る
、
を
の
.仕
事
及
、
寧
ろ
こ
れ
を
银
ニ
位
5:
占
％
る
‘學
者
_の
手
に
放
任
す
る
.が
有 

利
で
あ
る
。
 

- 

一
け
：シ

漏
®

で
'、太
ン：；

•
海
モ
シ
ば
、
：
^

は
®

一
 

階
級
^

屬
す
る
も
の
.ど
し
.て
.，
、

包

括

性
.の

少.
$
‘
«物

學
.及

化

學

ょ4

一
 

段

高.s..

地

位

，を̂
め

た

。

;
\
®二
階
級
，k
厕
す
る
科
學
は
、
旣
-述
せ
し
如
く
、

ベ
I
n V

、

、デ
カ
ル
ト
、

一

1

ュ
.
1ト
ン
、
口
ッ
ク
.等
の
®
越
..的
天 

，第
一
一
十
こ
鲂(

】

七
九
&

サ
ン
、
レ
，
モ
シ

 

'
十
'九
.世
#a科
學
的.研
^
に
'關
す
S
序
P
 

‘ 

幣

-十
一
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一
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5

't
s
 , 

2
.八
d

o

>
，
\
.
‘シ％

ン
w
n't
九
世
紀
s

的
研
费
關
ず
る
廣
瞒
H

第
.2

號

f

.

f 

才
，S

動
を
要
求
し
た
ノ
然
袭
、
第
二
位
的
地
f

擁
す
る
植
物
學
及
化
學
は
、
共
性
f

甚
だ
か
、
I

力
K
 

乏
し
力
つ
た
た
め
、
前
記
の
講
天
才
の
.
ー̂

だ
^
.引
寄
せ
る
事
が
出
來
.な
か
.つ
た
。

■

,

#
物
學
が
辛
ぅ
じ 

<
僅

，
か̂

.ロ，‘ッ
ネ
の
性
意
を
別
^
得
た
^
す

ぎ

な

か

つ

た

.
。

我
等
の
•大
な
る
*
物

學

者L
i
n
n
e

は
、
勿
論
、偉

大

な

る2
p
?
3
I
i
s
t
e

で
は
あ
.っ
た
が(

驻一)

前
記
の
#
.ri
j
で
® 

二

位

狗

の

地

位

，
し

か

科

5

上

で

占
‘め
る

事

は

出

來

な

か

，っ

た

。

殆

ん

ざ

一

.っ
•の
8

集

¥

1

か
っ
た
斯
學
ナ 

ち
.

^
は
粗
»
的
な
#
物
學
を
劍
設
し
た
‘ど
.い
.ふ
大
な
‘る
功
績
&
有
し
て
居
0
/2
く
.も

拘

ら

^

。

彼
は
志
し
5

而
S

次
的
科
學
で
あ
っ
2

め
、

彼
の
傲
大
I

、
.ラ
グ
ラ
ン
デ
で
ラ
ブ
ラ
ス
及
コ
ン
，、
ディ

. 

ア
ッ
ク
の
如
き
人
々
？
對
立
さ
し
て
甚
龙
見
劣
が
す
る
の
も
是
非
叱
い
事
で
あ
っ
た
。

Z

の_1%

は
：、.

化
學
的
‘の

夫

，才

で

あ

る

Lavoisier

化

っ

い.て
‘も

亦

同

様

で

あ

る

。

‘

最
後
k

、我
々
は
、
概
括
性
の
少
な
.い

奚

ふ

當

で

サ

ン
•
シ
モ
ン
が
、
化
學
及
植
蒙
を
十
八
世
紀
の
還
の 

第

二

容

袅

し

、
天
.文
學
、
數
學
.、
華t
•學
及
生
■

を
®

1

部
k

入
れ
？

云
ふ
彼
獨
特
の
見
解
は
、

一
見
何 

ん
で
も
な
S

で

は

デ

力

7

の
後
？

し
‘て
S

的
®

界

管

S

し
や
？

5

S

努
力
I

貴 

か
ら
生
れ
た
常
然
の
te
結
で
あ
夺
孓V

J
k

注
意
し
な
，け
'れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ど
.

为
く V

:

彼
か
ら
叶
ゆ
1

;'
^

學
的
.娜
究
柘
關
，
汔
_

論
へ
，：錢」

_
 

十
ゼ
'世
紀
：か
ら
卜
，
. 

八
-li
t

紀
R

•
.及
ぶ
科
學
史
ば
、各
天
.，才
k

關
.す
る
批
判
S

彼
等
の
著
作
加
ら
极
萃
3

れ
た
長
い
引
用(

st
5

k

ょ
っ
て
©
 

朋
き
れ
★

が
、M

の
結
果
•

サ
ゾ
、
シ
モ
ソ
は
何
を

#:
た

か

？
：

 

i

彼

：
は

業

史

上
S

上

つ

た

或

る

事

實

—

或

は

法

則

ど

も

云

ぶ

.べ

秦

あ

ら

う

—

を

杣

出

發

见

す

る

こ
成

功|

.し

.た
;>
.夸

の

、
事

實
>
は̂
、
.
.
. 

.

.

1
、
：.入

智

は

交£

に
ア
ブ
リ
ォ
リ
ィ
^

又
：ア
：ポ 

.

.

I
f、

印
^

的
.：一.大
#

ii
L

、ヒ
は
ア
。ホ
ス
テ
リ
ォ
リ
ィ
に
又
ア
ブ
リ
ォ
リ
ィ
に
科
學
全
體
を
.考
究
す
る
梦
ら
し
い
1
カ
沒 

に
：
過

ぎ

な

い
-ビS

ふ
事
、
.
ノ'.
.

■■
.」

.:
'

:

:

"

.

:

以
上
'ニ
つ
の
根
本
的
事
®

ど
、
そ
れ
か
ら
杣
出
^

れ
.た
、

三
、
.長
い
科
學
的
間
隙
が
科
.學
的
大
發
見
を
分
離
し
れ
せ
い
ふ
，事
實
"

.

四
、
其
夭
發
見
は
ニ
人
に
ょ
つ「

て
'、
.
又
.一 ,

入
に
ょ
つ
て
突
代
に
行
れ
た
€

い
ふ
..事
，實
。

の

四

事

實

で

あ

る

。
、
飩
：三

)

. 

. 

I
 

第

一
S

第
二
の
.事
實
は
旣
k

證
.明
は
與
ベ
れ
か
ら
そ
の
.必
要
を
見
な
い
が
、
-*
後
の
.ニ
事
實
を
次
に
證
0|
し
な
け

れ
.-ば
.な
.ら
ぬ
。

.

-:
■

■

.

:'
.

第
三
..の
事
實
、
训
ち
、.

何
故
に
.科
學
的
大
.發
見
は
甚
.卑
月
.
.を
，必
要
マ」

オ
.る
か
。

.

大
な
る
科
學
的
發
見
ビ
：は
、.
或
る
科
學
的
發
見
が
、.
.科
學
.研
究
^

從
事
：す
る
擧
者
の
研
究
す
べ
き
方
向
を
變
化
.せ 

し
め
■る
•程
傲
大
な
も
.■の
.で
あ
つ
た
*̂
合
R

於
て
の
み
云
は
..れ
る
琪
で
あ
つ
‘て
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
^
於
て
の 

み
傅
大
な
る
被
見
ミ
し
て
の
價
値
を
有
す
る
事
が
相
來
る
の
で
あ
る
。
：
.

■

,

然
る
.
"、

科

學

硏

究

者

.
の

從

ひ

..
5

る

方

面

は

綜

合

，的

.
方

®

か

、

，
成.は
；
分

析

的

.方

而

か

何

れ

か

一

つ

に

限

ら

れ

て

.ゐ 

5
-
0 

♦し

て

、

一

學

派

が

、
、

.
.?
:

の
ニ
方
而
‘の一

つ
か
ら
他
の
方
而
へ
移
る
事
、
換
言
す
る
、匕
、
綜
合
か
ら
分
析
汰 

は
.、，：
分
析
か
ら
綜
合
へ
移
る
‘事
は
、
彼
等
.が
»

鑽
し
て
.ゐ
る
.ニ
.方而‘の冲
の
一
つ
を
殘
く
ー
览
し
た
後
で
な 

第
二
十
二
卷(

.一
八
.〇
一
.

)

.

.サ
ン
•
ダ
モ
ン
せ「

十
九
世
.粗
盤
如
聊
.
し̂
關
す
る
*
飾」 

策
十
S

.

1

•直

.



热

一

一

十

ニ

從

八Q
1
:
.

)

サ
ン
•シ
モ
ゾ
孓
十
九;fi
t
紀
科
溝
研
究
'に
關
す
る
廣
論

」

.
f11'

號

1

i
.

け

れ

は

不
M
能

な

の

で
t

.o
ミ
の
事
か
ら
し
て
、
我

々
は
、
科

學

的

火

發

见

の

到

來を
：待
S

は

を
必
要

チ
6 

0
^
,
の
^
赏

は
'
.第
'
-
4及
饴

ニ

の

事

實

か

ら.推
测
す
れ
.ば
’容
1
:勿^
分
.る
の
_で
あ
る
が
、
た
y
之

吖
C
忖

^
:〕

‘な
け
れ
f

ら
なS
事
は
，、
.袅

の

2

ょ
つ
.て
、
ァ

ブ

ぶ

ッ

ィ

は

蓮

で

t

が
、
.ァ
5

テ

リ

す

ィ
.

まM
 

雜
’で
あ
る
ど
い
、ふ
事
で
あ
る
。 

.

.

.
：

'.
I

-

V

ァ
ブ
リ
ォ
リ
.ィ5

物
|

?

2
の
.

は
.，

普

遍

的

原

，f

一
 

つ
の
紐
織
を5

る
5

ふ

事
で
あ
.る
。
I

 

て

I

か

ら

統一

を
要
求

す

る

行

爲

で

、あ
る
か
.ら
、
多
く
の
入
の
.努
力
の
結
果
奚
ふ
譯
で
は
な
ぃ
。
然

る

シ 

彳
プ
ア
ブ
ス
フ
ノ
才
リ
ィ
に

,
妙

を

克

る

事

或

は

、
個
.別
的
.事
.實

を

研

究

す

る

嗤

に

乇

一

人

で

ら
^>

こ
洽
^
- 

し

た

の

で

は

餘6
k
.多
く

の

時

勞

カ

を

必

要

ど

す

る

，o 

.

. 

. 

. 

_ 

—

 

a

今
、.
科

學

管

中

央

山

S

つ
て
S

地
？

有
す
る
國
赢
？
 

S

ら
ば
、
為

S

H

 

.ス
者—

一

人
丨
し
て
.ょ
く
舞
の
餅
地
力
を
眺
望
す
る
事
が
出
來
る
。
然
し
、
頂
上
で
は
一
人
で
眺
望
出
來
る
をTH.

も 

,

f
 •こ
れ
を1

巡
す
る
I

少
く
f

 
二
人
S

す
る
。
前
者
は
f

の
.
f

 .で
あ
つ
て
、
後
者
は
分
析
の
f

 

で

あ

る

兵
V

J

身

女

.照
し
て
見
て
も
、
十
七
世
紀
k

は
科
學
國
の
山
上
に
立
つ
た
デ
カ
ル
ト
な
る
二
人
の
匕
J
 

十
.

八
I

s

平

地

接

を

急

？

ッ
ノ
ノ
及
、

ii 

r

ト
ン
な
る
二
人
の
I

者
I

々

は

持

つ

1 1

.

.

ゾ 

'
ゾ
丨
ょ
れ
.ば
以
上
の
四
粵
货
は

.事
物
必
然
.の
»
か
.ら
生
ず
る
一
法
則
で
あ
つ
て
、
こ
の
法
則
と
ょ 

つ
て
省
め
て
人
冬
の
-^
务
衣
る
發
M
を
見
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
つ
た
。
彼
が
本
著
.の
.初
め
f
c於
て
煺
出
し
た「

人

類
は
乙
の
ニ
方
法(

綜
合
的
、
分
析
的)

を
如
何
に
使
用
す
る
«

^
ょ
0

て
眞
理
に
到
着
し
得
る
か」

ビ
.云
ふ
疑
|]
!
1 

k

對
す
る
解
答
は
、
己
、
^

滿
见
な
結
果
を
#

た
輝
で
あ
る
。
而
し
て
、
我
々
は
、
ナ
ン
•

シ
モ
ン
が
、
己
の
事
货 

の
作
用
^

對
し
て
甚
だ
妞
翦
性
を
附
し
て
、「

丁
度
、
心
臟
の
收
縮
ど
膨
脹
が
我
々
の
肉
體
的
生
活
に
必
要
な
る
活
動 

で
あ
る
が
勿
く
、
乙
れ
は
精
神
生
活
に
#

要
な
る
®

®
で
あ
々
、
.本
和
な
る
時
代
k

於
て
人
類
が
交
瓦
^

働
く
課
程 

で
あ
;,
た」

v
j

斷

言

し

て

ゐ

.る

の

^

充

分

注*

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(

註
四〕

你
一
っ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.事
は
、
.こ
の
事
實
の
支
配
^
ょ
っ
，て
、
_
に
ー
人
或
は
ニ
人
の
天
才
が
社
俞

 ̂

出
現
す
れ
ば
.「

甚
だ
有
力
な
人
も
、
彼
等
の
代
现
货
ビ
し
て
し
か
認
め
ら
れ
る
乙VJ

が
.出
來
なs

 V
J

云
ふ
の
は
常
然 

で
あ
つ
た」

e
.
s

ふ
派
生
的
の
事
.赏
で
あ
る
。
c
g:/
;
:

)

. -
:

无
才
の
伐
现
货
を
動
め
る
ビ
い
ふ
の
は
、
天
才
の
俎
想
を
詁
懈
す
る
か
、
又
は
袖
筆
す
る
ど
い
ふ
愈
味
で
あ
る
。 

不
幸
^

し
て
代
现
货
の
地
位
を
與
へ
ら
れ
た
天
才
は
、
學
.派

の

進

行

ビ

乘

調

を

同

，
ブ

1>
、
且
其
回
的
に
昀
つ
て
接
近 

し
て
行
く
都
に
は
#

,

ジ
は
な
い
が
、
最
荜
其
關
係
全
體
を
7

解
出
來
な
5
.
.地
位
^

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
等
^
は 

H

的
.物
の作

！！

企
f
f
iが
耍
求
せ 
>ら
れ
ず
^

、部
分
的
作
圖
が
.要
求
ざ
れ
て
ゐ
る
0:
.で
'あ
る
0
.然
し
、前
者
.ど
後
.者
^
は 

腦
カ
(7
)
.點
(̂
於
て
は
.些
も
問
隔
は
な
い
の
で
あ
を
。
，事
M

k
於
て
こ
れ
を
考
へ
で
見
て
も「

一
ス
グ
ラ
ン
デ
ュ
や
ラ
：ゾ 

ラ
ス
;0
,如
き
人
ク
の
頭
腦
の
組
織
や
忍
考
カ
は
二
ュ
ー
ト
^

の
を
れ
^

劣

-?
て
.ゐ
る
.だ
ら
ぅ
？
余
は
決
し
て
そ
ぅ
は 

信
じ
なS

。.

」

彼
等
を
し
.て
か
、
る
下
位
の
職
^

甘
ん
ず
る
乙
ど
を
餘
儀
な
く
せ
し
め
た
の
は！

っ
^
前
記
の
四
祺
赏 

の
活
動
か
ら
生
じ
た
境
遇
の
し
か
ら
し
む
る
業
で
あ
る
。

.

,
.
.

「

十
.

六
*

.

紀
の
本
取
は
、
彼

等

も

幾

多

.0X

丨

コ

ン

で

あ

っ

，
た

.

ら
.
ぅ
。
十
七
1!
]

;

紀
の
初
化
は
.激
多
の
デ
ヵ
ル
ト
で
あ

s

i
十

二

卷
0

八
2

0

サ
ソ
，S
:
ゾ
？「

十
九
世
紀
科
學
的
狲
嗍
に
惻
す
る
序
.論」 

第

十

ニ

狨

1
:
4五



够
.
二
十
ニ
怨〔

一
八
◦

四)

サ
ソ
ル
モ
ン
S

十
九
世
紀
科
學
袖
研
究
に
關
ず
る
序
論
，
,

• 

0
十二號ー艽六 

つたら

5
,

し、

十
八
世
紀
の
初
葉
^

は
幾
多
の
二
ユ
ー

ト

ン

、
或
は
‘ 口

ッ

ク
R

彼
等
も
な
6

得
た
の
で
あ
る」

o

o

_

s
 

故
^

,
若
し
.
こ
れ
ら
の
人
々
が
今
日
ニ
十
才
5:
過
し
て
；

Q
.

な
か
つ
た
な
ら
ば
、
»

生
»

の
半
分
に
至
ら
ぬ
前
^
、
 

彼
等
は
學
派
の
進
行
を
變觅

3
せ
：た
で
あ
，らぅ

」

‘

^

ナ
ン
•

シモ

ン
は
云
つて

.

ゐ
る
。

如
何
な
る
天
才
も
.、
其
時
沏
を
得
な
け
れ
ば
、
即
ち
、
四
事
實
の
支
*

を
蒙
る
‘以
上
.は
、
取
な
る
部
分
的
科
學
完 

成
者
た
る
以
上
^

/-
1
-
|
-
る
事
ば
出
來
な
い
、/

」

沄
ふ
所
に
、
天
才
.の

智

腦

を

の

み

中

心

？

す

：
る

见

觀

を

不：：

定

し

て

、

新

ら
 

し
.

S

歷
史
の
*

礎
-
R
fc
立
■ぜ
ら
れ
て
ゐ
-る
0
を
言
人
は
«

驗
す
る
'
.乙
、/

」

，な
.く
認
命
す
る
.事
か
出
來
る
。
歷
史
を
^
王 

の
歷
代
日
誌
.然
た
る
も
办
か
ら
解
放
‘し
て
觀
察
3

れ
た
事
實
の
上
^

跋
礎
づ
け
や
ぅ
ビ
す
.る
彼
の
努
カ
の
第
一
.步
が 

乙
‘彳
^

表
れ
た
の
で
あ
る
.
0
.
1
こ
れ
(£
同
時
に
、
.ミ

の

一

鮮

，
の

事

»
.は
又
他
の
常
；要
な
，る
結
果
を
指
示
し
て
ゐ
る
が
そ 

れ
は
*:
後
の
結
論
の
時
^

述
；、へ
る
.0

.

0

一
、

サ
シ
、
シ
モ
ン

.

は
表
雨
の
现
象
を
考
察
の
故
破

-

、、<-
.

し
て
研

-

究
す

.

る
人
々
に
は
ンT

P
S

M
a

J
i

s
t

e

の
稱
を
與
へ
，、
现
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
發 

■
.

见
す
る

.

に..

努
;*
.

土
：て
，ゐ

.

る
人

.

.々

：
.

を
.2

^

52
.

0 .
8
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y

J
l ^
A .

-t
?

.

.

^

'
§
.

o

.

.

f

o

e
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c

h
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v

i

e
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.

v

o

l

.

:

L
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^

^

•

f l
J

l
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c

o

n

d

i

a
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a
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.
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T

t t
.
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2

v o
3

、p

.

.

.

9

4

-
9

o o
.
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c
o
:
.
.
d
o
r
c
e
t

 

:

に
關
し
て
は

.-

■ 

P
.
.
.
.

V O
9

-
I
0
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L
a
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す
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研
究
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世
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八
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史
的
關
係
^
於
て
考

察
し
た
o

;

こ

のW
I
九
か
<ら
彼
が
#

た
收t
r

か
.沒

す

べ

‘
か

ら

ざ

る

物

で

ぁ

る

祺
 

は
今
述
べ
た
’通

0
で
ぁ
る
が
、.
.
.彼
は
51
,̂

}
.

步
を
進
め

た

。
.，
-

「

舉
者
.が
.¥.
心
し
て
.ゐ
る
の
は
，た 
< 
に
S

の
進
步
を
目
的
.

VJ

す
る
研
究
.の
.み
で
は
なs

」
VJ

去
ふ
意
見
か
ら
、
ナ 

ジ
.
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仳
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史
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史
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叉
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菩
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.
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仳
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^
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縦
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嫩
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■.ブ

i:
u

-f
c

^.
Jk
K

へ
I 

コ.
.ゾ
は
、.
K

存
の
科
學
阁
體
^
»-
し
、'-
卯
'ち
、：
你
侶
に
對
す
る
.
.俗
人
學
者
‘の
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參
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。
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が
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踮
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仳
界
を
支
®
 

す
る
で
^5

ら

う
T

火T-

に
ネ
人
は
^

抵
*1
し
て
ゐ
る
が
、
間
も
な
く
、
彼
等
も
屈
服
す
る
，で
あ
ら
う
。
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燊
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^
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ず
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初
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.
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.
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あ
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